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美術館から見た大学における

美術教育について 

 

日時： 2010年12月15日（水） 

         17時00分～19時00分 

場所： 名古屋大学 東山キャンパス 

  文学研究科128講義室 

お問い合わせ： 

         西原志保 （内線5814) 

         info@cshe.nagoya-u.ac.jp 
 

本セミナーはコンソーシアム事業の一環として実施するものです 
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Center for the Studies of Higher Education, Nagoya University 

講演概要 

 日本に公立の美術館が誕生してから約６０年を経

て、現在では、全国各地に３００館以上の公立・私

立の美術館が開設され、多様な活動を展開してい

る。しかし、美術館についての一般的な理解は、い

まだに「展覧会を見に行くところ」という段階に留まっ

ているために、文化機関としての美術館の社会的

な位置付けが確立していない。 

 このような現状において、美術館（学芸員）の立場

から、大学における美術教育の意義や内容につい

て考えたい。 

山田諭氏 
名古屋市美術館学芸員  

 


